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～令和７年度 中間報告に向けて～
こどもの遊び場で

楽しむこどもの様子

こどもの遊び場で
楽しむこどもの様子
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 テーマ１

　　 

 テーマ２

　　 

 テーマ３

　　 

市長の諮問により
委員の皆様から意見収集した際のテーマ

 

 課題①　地域コミュニティの活性化

 課題②　粕壁市民センターの活用

 課題③　地域の特色を生かした取り組み

 課題④　防災・防犯

 課題⑤　積極的な情報発信

 その他の意見や提案

 日々の生活の潤いにつながる学びと

　　人とのふれあいができる場所であるとよい

 子どもから高齢者まで、誰もが

　　気軽に立ち寄り、語り合い、互いを理解し合う、

　　そんな温かな地域社会を、市民センターを中心として

　　築いていってほしい
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 同じ粕壁地区といえど、遠方（元新宿、川久保、大池 等）からは使用しない
と思われる。

 遠方の人たちには、大きなイベント時には来てもらえる
ようにするとよい

 近隣の人たちが利活用することはもちろん、誰でも気軽に市民セ
ンターを利用でき、活動の中心となる場所となってほしい

 防犯面で何かあった際に安心して逃げ込めるような建物を意識し、
ライトアップ等も検討してほしい

 公民館の貸出方法では利用しにくいので、諸手続などを緩和して
もらいたい

 春日部市の強みは、最高のベットタウンであることだと思う。市民

センターや他の公共施設はベットタウンに欠かせない交流の場、

遊び場になりうる

 地域の歴史や文化を題材とした講座や体験活動をさらに充実
させ、地域の魅力を再発見できる学びの場を広げていく

 粕壁地区にしかできないもの(こと)を考える。県立春日部高等
学校の生徒に発表の機会を提供するなど上手に活用する

 粕壁地区での新規出店を考える人などに、市民センターのイ
ベント等での出店を呼びかける（地域の企業支援の一助に）

 市民センターとしての機能（地域まちづくりの拠点、防災防犯の
拠点）を生かした拠点施設にしてほしい

 首都直下型地震等で、防災・減災が叫ばれている現状から、　

年１回以上の総合防災訓練を実施してはどうか
（対象は粕壁地区全体とする）

 市民センター独自に防災用品を確保し、市が保有している防災
用品には依存せず、市民センターとして独自に防災倉庫を設置
するとよい

 粕壁市民センターは、粕壁地区のことを発信できる場所

 イベント開催時などの認知を高めてほしい

 特に大きなイベントの告知を、遠方の人たちにもわかりやすく周
知してほしい

 困ったときなどに、市民センターの「４つの機能」があるということ
をまず市民に認知してもらうべき

 市民主体で、多様な暮らしの課題を解決するためのプロジェクト
が進行している。その情報提供など、市民センターや市の各部
署はさらなる支援を
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■地域まちづくりの拠点としての
「粕壁市民センター」（または地区内の学校や、

公共施設等）を会場とし地域課題として
の【防災】に着目し、地域防災を
テーマとした取り組み（事業(催し物)）

を実施

■会場：今後、協議・検討予定

■実施に際しては、地区内の各自治会・町会・
いきいきクラブ連合会・支部社協等の母体をも
とに、地区内の住民、各学校、公民館利用者等
に広く周知

防災ヘリが
訓練を行う様子

学校で
防災訓練を行う様子

■子どもから高齢者までがつどい、
新たな地域のつながり（コミュニティ）を
創造する機会として舞台演目など
の発表・鑑賞・交流等のイベントを
開催する

■会場：粕壁市民センター(中央公民館)
■実施に際しては、地区内の各自治会・町会・い
きいきクラブ連合会・支部社協等の母体をもとに、
地区内の住民並びに各学校、公民館利用者等に広
く周知

■情報発信の再確認・強化
→各事業（既存のイベント）の開
催時には、確実に市公式ＳＮＳを
配信するよう努め、併せて、「公
民館新着情報（ブログ）」の更新
頻度を高め、情報発信を強化する

■自治会における利用時の手続きに
ついての「みえる化」
→予約方法等について簡潔にまと
めた案内物を、地区内23自治会に
配布し、再認識を図るとともに、
改めて市民センターの利用につい
て周知を図る(予定)


教育委員会ブログ　ポータルサイト
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１．「中間報告」発表者の選任

　　１名～２名程度（案）
　　会長・副会長と協議のうえ、発表者を決定

　　（発表の可否についてお伺いします）

２．発表者との内容共有

　　（発表予定者のみ）

　　　→令和８年２月または３月に、

　　　　　事前打合せ（リハーサル等）を予定

　　　　　発表内容は事務局で作成します

・

・


